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(株)ヨークベニマル 会社概要 

1 

【事業の内容】 
 

当社は食料品を中心としたスーパーマットです。 
福島県を中心に宮城県、山形県、栃木県、茨城県の５県で店舗を展開。 
 

「地域のお客様の毎日の暮らしを より豊かに 楽しく 便利にする為に」 
セブン＆アイ・ホールディングスの一員として、お客様の立場に立った 
商品開発やサービスに努めています。 

【会社概要】 

本社所在地 福島県郡山市 

売上高 ４１８７億（17年2月期） 

営業利益 １４０億（17年2月期） 

店舗数 
２１３店舗（17年5月末、営業209店） 
 ※休業中の４店舗 
   （原町、浪江、大熊、夜ノ森） 



あの「３．１１」大震災での被害状況 
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・従業員２４名（ＬＦ含）、家族を含めると１５８名（ＬＦ含）の尊い命が・・・。 
 

・店舗も大きな被害を受け、店頭販売も含め翌日営業できたのは６０店。 
 １７０店舗中、６割以上の店舗が休業。 復旧作業もすぐには進まず、 
 部分営業を含め１６３店舗が店内営業を再開できたのは、５月４日。 
   ※津波で甚大な被害のあった宮城県石巻市の２店と原発近辺の５店は長期休業。 
 

・社会全体のインフラ被害や計画停電等から、商品供給の回復も遅延。 
 そして原発事故の影響で、福島県産品への風評被害が拡大。 

危険個所をブルーシートで 
囲いながら店頭販売 

石巻の湊鹿妻店（海から６００ｍ）。 
※１年以上の長期休業 ７店舗。 



２０１１年 復旧・復興に向け、積極的に情報発信 
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地域のお取引先様やお客様も甚大な被害を受けていた為、販売再開時や 
新米入荷時、高校生の就活時には新聞広告にてＰＲやメッセージ発信も。 

２０１１年９月掲載 ２０１１年１０月掲載 ２０１１年８月掲載 

１２年春採用９６名。 
  うち高卒５１名。 
   県内卒１５名。 
 

 （ＹＭＴも１６名採用） 



販促として「福島応援フェア」を企画、チラシでＰＲも。 
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具体的な取組みの紹介 ・・・ 県産和牛の販売 
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震災直後、「セシウム牛」などと風評被害が拡大。私達はきちんと安全を 
確認し、それをお客様へＰＲしながら、県産牛の提案を拡大してきました。 

売上 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 
震災前の 
約２倍へ 福島牛 ２６０ 

百万 

３３０ 
百万 

４２０ 
百万 

４８０ 
百万 

５１０ 
百万 

５２０ 
百万 

５４０百
万 



具体的な取組みの紹介 ・・・ 福島県産米 
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新米は地域や銘柄によって入荷時期が異なる為、９月から１０月にかけ 
チラシ連動で「新米入荷」と「安全性」をＰＲし、福島県産米を訴求・・・。 

売上 10年 16年 
震災前と
ほぼ同額 福島県産米 ９５０ 

百万 

９６０ 
百万 

・福島県産米の売上は、震災前とほぼ同額も、 
 お米全体の売上は、約１．３倍へ伸長。 

売上構成 10年 16年 10年差 

県産米 ７１％ ５６％ ▲１５ 

県外米 ２９％ ４４％ ＋１５ 

話題の「ブランド米」等の影響！？ 

福島県内店の売上構成をみると 



具体的な取組み紹介 ・・・ 地場野菜コーナーの設置 

7 

地産地消の１つとして、震災前から「地場野菜」に取組んでいましたが、 
震災以降、「地場野菜コーナー」を新設し、地域支援の更なる強化へ。 

２０１３年以降は特産品・加工品も提案。 ２０１１年 地場野菜コーナー設置。 



地場野菜 ・・・ 生産者の皆さんや県との取組み例 
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店頭にて、朝市を開催 県の農林水産部様企画 （県ＨＰより転載） 



地場野菜 ・・・ 生産者様との勉強会や従業員勉強会も 
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地場野菜
売上 

（福島県） 

10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 
震災前の 
１．８倍へ ６９０ 

百万 
６４９ 
百万 

７５０ 
百万 

８８０ 
百万 

１,０６０ 
百万 

１,１４０ 
百万 

１,２７０ 
百万 

生産者様との勉強会 
放射性物質検査や栽培履歴の管理など 

従業員の勉強会 
店の担当者も、産地で直接勉強。 



産地が見える商品 ・・・ ホームページにて紹介 

10 

とはいえ、原発事故以降、生鮮食品の産地に対する関心度がアップ。 
弊社ＨＰに「産地が見える商品」を掲載し、お客様へＰＲしております。 

商品・産地の特徴や 
産地からお店に届くまでを紹介 



ヨークベニマルの放射性物質検査の状況 
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2012年4月、社内に「放射能物質検査室」を設置。結果は、お店やＨＰで 
いつでも確認でき、安心してお買い物して頂ける環境作りへ。 

2016年 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 計

鮮魚 25 18 18 23 23 14 25 22 25 20 10 20 243

精肉 19 14 16 14 14 19 16 14 17 14 11 16 184

青果 152 157 159 179 166 159 172 163 161 154 126 132 1880

加食 70 63 68 62 59 70 26 43 54 64 50 58 687

デイリー 15 14 17 20 15 29 14 19 13 16 14 20 206

LF 16 16 14 12 15 11 15 14 12 2 13 14 154

合計 297 282 292 310 292 302 268 275 282 270 224 260 3,354

◆２０１６年度 放射能検査～各部門状況（件数） 



放射性物質検査結果のホームページ閲覧状況 
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検査結果は12年4月からＨＰに掲載。 

昨年2～6月は「あれから５年・・・」で関心度もアップ。月間約１,０００件の閲覧へ。 

年 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 塁計

2012年 0 10,447 5,257 3,230 2,050 2,286 1,592 1,442 1,315 1,041 960 1,049 30,669

2013年 997 914 978 902 919 791 828 877 653 616 591 545 9,611

2014年 516 693 661 607 651 531 630 662 725 630 658 763 7,727

2015年 745 701 384 801 721 504 535 568 622 487 560 1055 7,683

2016年 1032 870 1164 1057 568 587 729 655 664 558 507 487 8,878

◆ＹＢホームページの閲覧状況 



毎年３月は、あの日を振り返り、新聞広告 
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毎年３月の新聞広告で、あの大震災で再確認した「地域の食卓を守るという 
スーパーマーケットの使命」や「地域との絆」を再確認。 

２０１６年３月掲載 ２０１７年３月掲載 



鮮魚 丸魚の集荷体制強化の取組み 
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福島の前浜、原釜や小名浜漁港での水揚げはまだまだ少ないですが、 
１７年度から福島担当のマーチャンダイザーを配置し、集荷体制強化へ。 

5/13 生かつお 



子どもたちの遊び場 ・・・ ペップキッズこおりやま 
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原発事故以降、学校の校庭や公園などから子供たちの姿が消え・・・。 
弊社倉庫を改装・除染し、土地・建物を市へ無償貸与し屋内遊び場へ。 

２０１１年１２月オープン 16年12月 来場者数１５０万人突破 



宮城県石巻市の２店舗と福島県の富岡店が営業再開 
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2012年7月 湊鹿妻店が営業再開 

2013年6月 中浦店が営業再開 

そして2017年3月30日、福島県の 
富岡店が営業再開。（あれから６年） 



2017年3月30日に営業再開した新富岡店の状況 
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営業再開の2日後、2017年4月1日に一部ではありますが、 
富岡町の避難指示が解除されました。しかし住民帰還は、 
ほとんどまだの為、１日当りの平均客数は震災前の４０％です。 
 

またお客様の多くも、復興関係の仕事に関わるお客様が多く、 
スーパーマーケットの強みである生鮮食品の売上は大きくダウン。 
 

※お昼の人気商品は、お弁当やカップ麺とお茶などの飲料。 
  夕方は、お酒やお惣菜、おつまみなどが人気です。 

富岡店 
震災前 

(2010年) 
再開後 

(17年4月) 
１０年比 

平均客数 ２,５００人 １,０００人 ４０％ 

生鮮 売上 ２４０万 ５０万 ２０％ 



最後に・・・、ＹＢ創業のこころを紹介させて頂きます 
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ヨークベニマルは昭和２３年９月１日、福島県郡山市中町に、 
間口二間 奥行三間 わずか６坪のお店から創業しました。 
創業当時のチラシ 
 「ベニマルは小さな店です。キタナイお店です。 
 設備もお粗末、商品も不揃いです。何もとりえはございませんが、 
 ただ一つ 真心だけを買ってください。」 


